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１ はじめに

近年，少子高齢化や高度情報化，国際化などが

急速に進む中，これらの教育環境を取り巻く状況

の変化等を踏まえ，平成18年12月，教育基本法が

改正され，新しい時代の教育理念が提言されると

ともに，平成20年３月，改訂学習指導要領が告示

された。そこでは，子どもたちが自立し，また，

自らを律し，他者とも協調しながら，その生涯を

切り開くことができる力を育成すべく，現行の学

習指導要領で示されていた「生きる力」の基本理

念を継続・共有することが確認された。

さらに，これからの知識基盤社会やグローバル

化の時代を担う子どもたちには，知・徳・体の調

和か取れ，生涯に渡って自己実現を目指すことが

できる主体性を身に付けさせるとともに，確実に

自己責任を果たし，他者と切磋琢磨しながらも一

定の役割を果たすことができる力を身に付けさせ

るなど，これからの険しい人生を生き抜くための

力を獲得することの重要性が示されている。それ

らの実現のためには，基礎的・基本的な知識・技

能を確実に習得させるとともに，それらを活用し

て課題を見出し，解決するための思考力や判断

力，表現力等の能力など，キー・コンピテンシー

（主要能力）の獲得を重視した教育の改善・充実

こそが不可欠となってくる。

また，改訂学習指導要領では以下の三つの要素

を児童生徒一人一人に確実に身に付けさせること

の重要性を示唆している。しかも，三つの要素の

習得に当たっては，偏りが生じてはならない。こ

れからは，三つの要素のバランスを重視した取組

を工夫・改善することが求められる。

① 基礎的・基本的な知識・技能の習得

② 知識・技能を活用して課題を解決するために

必要な思考力・判断力・表現力等の育成

③ 学習意欲の向上や学習習慣の確立

そこで，本稿では授業研究を主体とした校内研

修の改善・充実に焦点を当て，教員個々の資質向

上を実現するための糸口を模索したい。

２ 教員研修研究の経緯

(1) 模擬授業の導入

平成18年度，鹿児島大学教育学部では文部科学

省の委嘱を受け，鹿児島県教育委員会と協働で

「わかる授業実現のための教員の教科指導力向上

プログラム」事業に取り組んだ。このプロジェク

トは「協働的授業研究に焦点化した教科指導力向

上研修プログラムの構築」と研究テーマを設定

し，調査研究等の実施や教員研修の開発に取り組

んだ。

特に，教員研修の開発においては授業研究を主

体とした校内研修の在り方に焦点を当て，授業研

究そのものの質の向上に取り組んだ。ここでは，

鹿児島県が平成16年度，17年度に実施した「基

礎・基本」定着度調査結果から課題を模索し，わ

かる授業の実現に迫るとともに，一方では教師の

指導法の改善に注目し，模擬授業を導入した授業

研究の開発などに取り組んだ。

模擬授業においては，大学の教員が授業者を担

当し，参加者の教員が児童生徒役を担うことで，

新しい視点からの気付きや発見，着眼点などを獲
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得することができた。また，模擬授業を題材とし

て行った協働的授業研究では，大学教員の授業者

と鹿児島県教育委員会，鹿児島県総合教育セン

ターの三者で授業研究の進行・運営等の役割を分

担するとともに，参加者と児童生徒目線で活発な

質疑応答や意見交換などが展開された。特に，授

業設計の新たな視点や教師の力量形成など，日頃

の授業研究では得ることができない新しい視点で

の気付き等が成果として得られた。

さらに，模擬授業や協働的授業研究を通して得

られた知見を基に取り組んだワークショップで

は，普段は授業者しか得ることができない成果等

を参加者全員で共有し，学習過程の改善や学習課

題の設定など，具体的な授業デザインの構築のた

めの授業研究の活性化を実現するといった活動的

な「ワークショップ型授業研究」を実現すること

ができた。

(2) 模擬授業の発展

平成19年度は，独立行政法人教員研修センター

の委嘱を受け，「教員研修モデルカリキュラム開

発プログラム」の採択事業に取り組んだ。このプ

ロジェクトでは，模擬授業とワークショップ型授

業研究をセットで取り組むことで，「授業改善能

力」や「研修指導能力」の育成，評価の在り方な

どに焦点を当て，前年度の取組をより一層発展さ

せるべく，模擬授業を主体とした授業研究の改善

やそのモデルカリキュラムの開発に取り組んだ。

模擬授業の実践においては前年度の国語科，数

学科，英語科の３教科に，社会科，理科，技術・

家庭科の３教科を加え，計６教科で教員研修の充

実に取り組んだ。また，課題の焦点化についても

継続して「基礎・基本」定着度調査を追跡し，明

確な課題意識を共有して授業研究に取り組むこと

ができた。

さらに，研修指導能力を明確にすべく，第１回

目の教員研修会で実践した模擬授業や授業研究を

とらえ，授業研究の場で研修指導能力を発揮する

スタイルを５つの型（表１）に分類し，意図的・

計画的な研修指導能力の獲得を模索した。

比較・検討型

研究テーマや題材などに基づき，授業者並び

に参観者（関係者）が略案を持ち寄るととも

に，授業者が代表して（模擬）授業を提供す

る。そして，提供された（模擬）授業を参考に

しながら相互の略案の共通点や相違点などにつ

いて検証したり，意見を交換したりする。

このように，複数の略案を比較・検討するこ

とで，望ましい授業アイデアを模索することが

できるとともに，他者の着眼点も今後の授業設

計の参考にすることが可能となる。

課題焦点化型

授業研究をスタートさせる前に，参観した

（模擬）授業について気になる課題や授業研究

で話題として取り上げたい内容についてアン

ケート調査を実施する。そして，授業研究では

アンケート結果の中から，特に希望の高かった

２～３の課題に絞って改善策を提示したり，課

題に対する個々の意見を交換したりする。

このように，共有したい課題についてすぐに

意見を交わすことができるので，無駄を省いて

要点にのみ時間を割くことができるとともに，

深まりのある授業研究を展開することが可能と

なる。

部分検証型

授業者が提示した指導案を事前に共有し，模

擬授業や授業研究で取り上げたい内容や過程に

ついてアンケート調査を実施することで，授業

研究で注目する部分や課題を確認・把握してお

く。そして，研究授業では授業者がまず課題部

分について模擬授業を実施・提案する。次に，

授業研究の場で実施された課題部分の模擬授業

を検討し，出された意見等をその場で集約する

とともに，その改善案を基に，再度その部分だ

けを模擬授業のスタイルで授業者が実践し，そ

の改善案の効果等を検証して意見を交換する。

このように，事前に共有した指導案の課題部

分を検証し，繰り返し改善・実践することで，

より高い指導技術を習得することができるとと

もに，望ましい指導案に仕上げることが可能と

なる。
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表１ 授業研究の５つのスタイル

授業研究のスタイルを，授業研究のねらいや目

的，意図などに応じて対応することで，これまで

の紋切り型になりがちな授業研究の展開等を改善

したり，活性化させたりするとともに，時間の節

約や実施回数の増加，参加者の意欲高揚など，幾

つかの成果を基に，各教科ごとにモデルカリキュ

ラムや評価基準に基づくルーブリックを作成する

ことができた。

３ 模擬授業の実用化

平成20年度は，過去２年間の成果と課題を受

け，本学部附属教育実践総合センターの教員研修

研究部門を中心に，授業研究を主体とした校内研

修の改善について，継続して研究に取り組むこと

にした。

(1) 授業研究を主体にした校内研修や模擬授業等

の取組に関する実態調査の実施

(2) 学校現場における実用化を念頭に置いたモデ

ルカリキュラムの部分実証

(3) 授業研究の５つのスタイルの活用場面や方

法，相互関連などの研究

(4) 学校現場の教師による実践・検証

(5) 教材の特質や現場の実態に即したルーブリッ

クの改善

なお，本稿ではこれまでに調査研究や研究実

践，検証などに取り組むことができた(1),(3),

(4)の項目について述べる。

４ 実態調査の実施

平成19年度は，２回の教員研修会に取り組み，

のべ11教科の模擬授業とワークショップ型授業研

究を提供した。しかしながら，事後アンケートや

追跡の電話調査の結果を見ると，模擬授業への

チャレンジに対する意欲面の高揚は確かな手応え

としてとらえられたものの，学校に戻って実際に

実践に移すとなると，同僚の説得や時間の確保な

どが解決できたとしても，なかなか実施に至るま

ではまだまだハードルが多く，実用化の難しさを

実感した次第である。

そこで，実用化に対する課題を探るために，鹿

児島県下の公立小・中学校における校内研修の実

態，とりわけ授業研究を主体にした校内研修や模

擬授業等の取組に関する実態調査を実施すること

にした。

(1) 実態調査の方法等

ア 実施時期

平成20年４月～７月

イ 調査対象

【小学校】 県下公立小学校 １５校

【中学校】 県下公立中学校 １５校

計 ３０校

ビデオ検証型

授業者の提示した指導案を事前に確認し，授

業者の授業イメージを共有しておく。（模擬）

授業においては，その様子をビデオで録画す

る。そして，授業研究では撮影した授業記録を

再現しながら課題点等を検証し，その改善策を

模索する。また，必要に応じて撮影したビデオ

を繰り返し再生し，具体的な改善策等を出し合

い，部分的な模擬授業を繰り返すことで検証を

積み上げる。

このように，映像を確認しながら課題等を把

握することができるので，具体的な指導法の改

善につながるとともに，授業者個々の癖等も発

見しながら力量を高めることが可能となる。

多視点追究型

授業者の専門教科に関係する参加者だけでな

く，他教科や他職種，保護者などの部外者の参

加予定者に対して事前に指導案を提示しておく

とともに，授業の見所やポイント，課題などを

前もって示しておく。併せて，（模擬）授業に

おいては，授業の様子をビデオで録画してお

く。そして，授業研究においては，事前に提示

しておいた授業の見所やポイト，課題などを中

心に，質疑応答を展開する。また，必要に応じ

て関連するビデオ映像を再生しながら質問や意

見を交換する。

このように，門外漢の参加者の方々から率直

な意見や感想をいただくことで，新しい発想や

着眼点を得ることができるとともに，分かりや

すい授業の説明の実現につなげることが可能と

なる。
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ウ 調査対象及び方法

各学校の校長もしくは教頭，教務主任，研修

主任等から電話の聞き取りで実施

エ 調査項目

表２ 実態調査の内容一覧

(2) 実態調査の結果等

「位置付けてある」

【小学校】 １５校 ～ １００％

【中学校】 １５校 ～ １００％

考察

小・中学校共に授業研究を重視し，研修の中心

に据えて取り組んでいることが分かる。

【小学校】 ３～６回，３．５回／年

【中学校】 ２～５回，２．９回／年

小・中学校 平均 ３．２回／年

考察

実施回数は年に３回から４回程度で，最低でも

各学期に１回程度は実施している。また，小学校

が中学校を大きく上回るのではないかと思われた

が，鹿児島県が取り組んでいる「中学校学力向上

推進事業」の実践（中学校の国語，社会，数学，

理科，英語の５教科の教員は，３年間の間に１回

以上研究授業を実施する取組で，今年度が最終年

度に当たる）が大きく影響していると思われる。

「とても意欲的に取り組んでいる」

【小学校】 ６校 ～ ４０％

【中学校】 ４校 ～ ２７％

平 均 ５校 ～ ３３％

「おおむね意欲的に取り組んでいる」

【小学校】 ７校 ～ ４７％

【中学校】 ８校 ～ ５３％

平 均７．５校 ～ ５０％

「もう少し意欲的な取組を期待したい」

【小学校】 ２校 ～ １３％

【中学校】 ３校 ～ ２０％

平 均２．５校 ～ １７％

「意欲的な取組とは言い難い」

【小学校】 ０校 ～ ０％

【中学校】 ０校 ～ ０％

平 均 ０校 ～ ０％

考察

８割以上の小・中学校が授業研究を重視し，精

力的に取り組む姿勢をもって研修に臨んでいるこ

① 授業研究を主体とした校内研修が，教

育課程（年間計画，全体計画等）に位置付

けてありますか。

② 授業研究を主体とした校内研修は，１年

間に何回位置付けてありますか。

③ 先生方は，授業研究を主体とした校内研

修に意欲的に取り組んでいますか。

調 査 内 容

① 授業研究を主体とした校内研修が，教育

課程（年間計画，全体計画等）に位置付け

てありますか。

② 授業研究を主体とした校内研修は，１年

間に何回位置付けてありますか。

③ 先生方は，授業研究を主体とした校内研

修に意欲的に取り組んでいますか。

④ 本年度の授業研究を主体とした校内研修

を，改善する計画がありますか。

⑤ 研究授業を実施する前に，他の学級で同

じ内容の授業を実施した例がありますか。

⑥ 研究授業を実施する前に，模擬授業を実

施した例がありますか。

⑦ 模擬授業を活用して教科部会等を実施し

た例がありますか。

⑧ 模擬授業は，校内研修に活用できると思

いますか。

⑨ 模擬授業を校内研修に取り入れたいです

か。

⑩ 模擬授業に対する御意見をお聞かせ下さ

い。

⑪ 授業研究は，どのように展開しています

か。

⑫ 授業研究の展開に関する御意見をお聞か

せ下さい。
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とが分かる。すべての学校の回答の感想に，教員

の意識が高まり，前向きの内容が添えられた。

「ある」

【小学校】 ５校 ～ ３３％

【中学校】 １校 ～ ７％

平 均 ３校 ～ ２０％

○ 回数を増やす。（小，中）

○ 小・中合同で実施する。（小，中）

○ 指導助言者の外部招聘を増やす。（小，中）

○ 先輩の模範授業を実施する。（中）

○ ＴＴやゲストチーチャーで実施する。（小）

○ 研究指定を引き受け，研修体制を変える。（小）

「ない」

【小学校】 ８校 ～ ５４％

【中学校】１３校 ～ ８６％

平 均 １０校 ～ ７０％

「その他」

【小学校】 ２校 ～ １３％

【中学校】 １校 ～ ７％

平 均 ２校 ～ １０％

○ その都度改善して，次に備えている。

○ 現在，改善中である。

○ すでに改善した。

考察

改善に取り組んでいる学校のほとんどが，資質

向上を念頭に置いて取り組んでいる。改善に取り

組む動機は，外部とのかかわりの中で生じたもの

がほとんどである。ＰＤＣＡサイクルでの見直

し・改善を期待したい。

「ある」

【小学校】１３校 ～ ８７％

【中学校】 ９校 ～ ６０％

平 均 １１校 ～ ７３％

○ 研修部が計画して実施している。

○ どの職員も積極的に取り組んでいる。

○ 他教科の教員も協力的である。

○ 可能な限り実施するようにしている。

「ない」

【小学校】 ２校 ～ １３％

【中学校】 ６校 ～ ４０％

平 均 ４校 ～ ２７％

○ なかなか時間がとれないようだ。

○ 進呈の調整が難しいようだ。

考察

小学校では，担任制なので自己調整がやりやす

いのに比べて，中学校は教科担任制により，進程

調整やゆとり時間の確保がなかなか上手くいかな

い傾向が窺える。

「ある」

【小学校】１３校 ～ ８７％

【中学校】 ９校 ～ ６０％

平 均 １１校 ～ ７３％

○ 個人や気心の知れた者同士で実施している例

はある。

○ 可能な限り実施するようにしている。

「ない」

【小学校】 ２校 ～ １３％

【中学校】 ６校 ～ ４０％

平 均 ４校 ～ ２７％

○ なかなか時間がとれないようだ。

○ 進程の調整が難しいようだ。

考察

小学校では，担任制なので自己調整がやりやす

いのに比べて，中学校は教科担任制により，進呈

調整やゆとり時間の確保がなかなか上手くいかな

い傾向が窺える。

「ある」

【小学校】 １校 ～ ７％

④ 本年度の授業研究を主体とした校内研

修を，改善する計画がありますか。

⑤ 研究授業を実施する前に，他の学級で同

じ内容の授業を実施した例がありますか。

⑥ 研究授業を実施する前に，模擬授業を実

施した例がありますか。

⑦ 模擬授業を活用して教科部会等を実施し

た例がありますか。
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【中学校】 １校 ～ ７％

平 均 １校 ～ ７％

○ 部員間で取り組んでいる教科もある。

○ 模擬授業を通して，若い先生の面倒を見てい

る学年主任がいる。

「ない」

【小学校】１４校 ～ ９３％

【中学校】１４校 ～ ９３％

平 均 １４校 ～ ９３％

○ なかなか時間がとれないようだ。

考察

学校規模や教職員の定数の関係で，組織で取り

組むには難しい状況のようである。

「思う」

【小学校】１５校 ～１００％

【中学校】１３校 ～ ８７％

平 均 １４校 ～ ９３％

○ マンネリ化を防ぐ手段として，大きな効果が

期待できる。

○ 日常化につなぐ新しい研究スタイルだ。

○ 手軽に取り組めるようになるといい。

○ 資質向上のためのいい手だてだと思う。

○ 部分的に用いても効果があると思う。

「ない」

【小学校】 ０校 ～ ０％

【中学校】 ２校 ～ １３％

平 均 １校 ～ ７％

○ なかなか時間がとれないようです。

考察

模擬授業の効果については大きな期待が寄せら

れている。実態に応じた活用が期待できる。

「取り入れたい」

【小学校】 １校 ～ ７％

【中学校】 １校 ～ ７％

平 均 １校 ～ ７％

○ 教育実習の指導でよく活用していたが，工夫

次第で研修に使えると考えていた。

○ 採用試験の手法の一つ。新採の研修などに効

果が期待できると思う。

「活用を検討したい」

【小学校】１４校 ～ ９３％

【中学校】１４校 ～ ９３％

平 均 １４校 ～ ９３％

○ 教育課程の編成の際に考えてみたい。

○ 部分的に使う方法があるのかもしれない。

「特に必要性を感じない」

【小学校】 ０校 ～ ０％

【中学校】 ０校 ～ ０％

平 均 ０校 ～ ０％

考察

現在の現場の状況では割り込む余地はなさそう

なので，現行の教育課程の整理や校内研修の全体

計画や組織の見直し，年間計画の再検討など，取

り込む余地をつくる作業が必要であるとする考え

が多く寄せられた。また，モデル的な取組を示す

ことも必要であると思われる。

【小学校】

○ 職員間に，模擬授業に取り組もうという雰囲

気が生まれれば，理想的な学校になると思う。

○ 研究授業をこなすことが第１の目的となって

いるので，模擬授業という発想自体が生まれに

くい状況である。

○ 若い先生にとっては子どもに授業するより，

模擬授業の方が逆にプレッシャーが大きいので

はないかと思う。

【中学校】

○ 職員一人一人が多忙で，模擬授業に取り組む

ゆとりのないのが現状である。

○ 現場の職員が，模擬授業の何たるか，そのも

のの効果ややり方など何も分かっていないのが

現状だと思う。

○ 模擬授業では必要な部分だけを実施し，その

⑧ 模擬授業は，校内研修に活用できると思

いますか。

⑨ 模擬授業を校内研修に取り入れたいです

か。

⑩ 模擬授業に対する御意見をお聞かせ下さ

い。
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他は省略できるので，ポイントさえ共通理解で

きていれば，極めて効果的な校内研修になると

思う。

考察

模擬授業の必要性や効果などの意義を実感させ

るとともに，模擬授業を活用することが個々の資

質向上につながるという意識改革に取り組む必要

があると思われる。そのような風土に近付けるた

めにも，模擬授業を主体とした校内研修のモデル

等の開発・提示が不可欠となる。

→ 「いつもこの展開で実施している」

【小学校】１０校 ～ ６７％

【中学校】１３校 ～ ８７％

→ 「検討課題を設定して実施している」

【小学校】 ２校 ～ １４％

【中学校】 １校 ～ ７％

→ 「ターゲットの児童生徒を設定して実施して

いる」

【小学校】 ２校 ～ ７％

【中学校】 ０校 ～ ０％

→ 「その他」

【小学校】 １校 ～ ７％

【中学校】 １校 ～ ７％

○ ビデオの活用，指導案の持ち寄り，講師等の

模範授業の提供など

考察

現場の教員の中には，いつもの展開ではない運

営のアイデアをもった職員が多く内在しているの

ではないかと思われる。ぜひ研修テーマのひとつ

に「授業研究の展開の在り方」を設定し，研究を

深める必要があると思われる。

【小学校】

○ アンケートにある「反省→質疑→意見→助

言」という展開には昔から疑問を感じていた。

事前に課題や目的を明確にしておくことが大切

だ。

○ 研究授業→授業研究となると仰々しくて，こ

れからという時間になったところで，いつも時

間切れである。負担の大きさに加えて，延長や

再開催ができないので，研究公開などは敬遠さ

れるのだと思う。

○ 参加者全員がためになり，日々の授業につな

がる授業研究を展開したいものである。

【中学校】

○ 昨年末の教員研修会に参加して，授業研究の

見直しに取り組んでいる。ぜひビデオ検証型に

取り組んでみたい。

○ 授業への還元率が気になる。普段の授業にプ

ラスとなる授業研究にするためには，もっと検

討課題を絞って展開すべきだと思う。

○ 他人事のような参加者をなくすためにも，全

員参加型の工夫を考えれば，授業者の負担も軽

減され，研究授業のやり甲斐も改善されると思

う。

考察

紋切り型の展開に疑問を抱いたり，うんざりし

ている教員が多いのかもしれない。授業研究で取

り組む改善点や獲得したい技能など，ねらいや目

的意識を明確にもつことが肝要である。

５ 模擬授業を主体とした校内研修の意義

(1) 多角的な効果

模擬授業を校内研修に導入することで，最も期

待される効果は「資質向上」である。教師は模擬

授業を実践したり，体験したりすることで，個々

の意識が高まり，意欲化が図られる。また，教師

としての資質が高まると同時に，教授法の工夫や

改善，向上などが期待できる。同時に，大抵が同

僚と取り組むケースが多いので，指導内容の検証

や改善が期待できる。教師間や教科，学年，校種

間などの情報交換も期待することができる。

このように，教師個々を高めると同時に，コ

ミュニケーションの活性化や教材分析の充実な

ど，多角的な効果が期待できる。これらの効果を

⑪ 授業研究は，どのように展開しています

か。

「授業者の反省→質疑応答→意見交換→指導

助言」

⑫ 授業研究の展開に関する御意見をお聞か

せ下さい。
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まとめると，表３のように整理できる。

表３ 模擬授業の導入で期待できる効果(1)

さらに，模擬授業はＰＴＡの授業参観や学校説

明会，体験入学など，ＰＲや啓発活動の手法とし

ても活用できたり，保護者等への教育の現状や実

態などの説明等にも効果的に活用することが期待

できる。そのような間接的効果を表４のように整

理することができる。

表４ 模擬授業の導入で期待できる効果(2)

(2) スキルの向上につながる模擬授業

模擬授業のほとんどが，教師同士で取り組む活

動なので気心が知れており，授業者のスキル的な

長所や短所を発見しやすい。また，取り扱う内容

にも相互が精通しているので，確認や繰り返し活

動が容易に短時間で消化することが可能である。

本来，模擬授業は本番の授業を想定しながら試行

錯誤を積み重ね，最上の手だてや発問などを模索

する活動なので，授業者にとっては授業イメージ

を抱きやすく，リズムのある理想的な授業設計を

具現化する最大の試行と言える。児童生徒役の教

師も子ども目線で授業内容を確認するので，日頃

の授業では気付けない授業展開の改善点を発見し

たり，発問やワークシートなど子どもの立場に

立って最もふさわしいアイテムの着眼点をもてた

りするなど，模擬授業の効果は大である。

さらに，本物の実態についても共通理解されて

いる場合が多く，そうでない場合でも，情報を提

供すれば，実態に即した状況やターゲットとなる

児童生徒の役割分担などが可能となり，阿吽の呼

吸で実態に即したり，個に応じた指導の工夫が実

現できたりするのである。

(3) 模擬授業の５つの型の関係

ア それぞれの型における目的等の位置関係

前述のとおり（Ｐ２参照），「比較・検討型」

は，複数の参加者が研究テーマや題材などに基づ

き，指導案（略案）や関係資料などを持ち寄り，

比較・検討することで共通点や相違点などを検証

したり，そこからとらえた気付き等を基に，意見

を交換したりするわけだが，持ち寄った略案等の

中で，事前に課題が確認されているか，否かで，

その働きや役目は異なってくる。

たとえば，事前に課題が設定されていれば，そ

の授業研究の課題はすでに焦点化されているの

で，比較・検討の目的は「課題の深化」となる。

逆に，課題を模索するための比較・検討の活動で

あるならば，その目的は「課題の模索」であり，

「課題の焦点化」を目指すためとなる。

比較・検討型を例に取り上げて目的の２面性を

説明したが，この現象は「部分検証型」や「ビデ

オ検証型」，「多視点追究型」でも同様である。事

前に課題を模索し，焦点化させるための部分検証

やビデオ検証，多視点追究の活動なのか，課題を

深化させるためのそれぞれの活動なのかという違

いとなる。

以上のとおり，４つの型は課題の把握の有無

で，目的に二面性をもっているのである。

イ 研修の中核となる「課題焦点化型」

５つの型の中で，１つ異なる型が「課題焦点化

型」である。課題焦点化型は，事前に課題を把握

し，活動の当初からそれに焦点を当て，深化させ

ていくことが目的となる。

ゆえに，アで述べた４つの型の二面性の中で，

課題を模索して焦点化するという特性は，「課題

焦点化型」へ導くための過程で活用できる手段の

型と言える。

一方，課題を深化させるという特性は「課題焦

点化型」を発展させる過程で活用できる手段の型

と言える。

① デモンストレーションによるＰＲ効果

② 学校説明等の啓発活動

③ 体験入学等における進路指導

④ 保護者や地域社会に果たす説明責任

① 教師自身の意欲化や資質向上

② 教材研究等の深化

③ 教師間，組織間等の情報交換

④ 校種間の連携推進

⑤ コミュニケーション能力の向上
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図１ ５つの型の関係

図１のように，授業研究のスタイルを検討する

際に課題焦点化型を中心にとらえ，それを深化さ

せたいのか，それとも課題を明確にしたいのかを

検討し，授業内容や実態，参加者などを考慮し，

二面性をもつ４つの型のどれを活用すべきかなど

を検討し，最もふさわしい型を選択することが望

ましいと考える。また，１つの型に固執するので

はなく，状況に応じて臨機応変に複合させたり，

プロセスに応じて変化させたりしながら活用する

ことが望ましい。

６ 実用化を目指した模擬授業の実践

(1) 「教育実践オープンセミナー」での検証

平成20年８月，本学部附属教育実践総合セン

ターは，鹿児島県教育委員会と独立行政法人科学

技術振興機構（ＪＳＴ）と共催で，「教育実践

オープンセミナー」を開催した。このセミナーは

学校現場における喫緊の課題を取り上げながら，

すぐに役立つ手だてや最新の教育情報を提供する

ことで，課題解決のための手掛かりを得るための

研修を深めるとともに，教員の資質向上や教員研

修の工夫・改善等に資することを目的として開催

された。

その中に設定された模擬授業を取り入れた授業

研究は，小学校算数，中学校国語，中学校英語の

３教科について，以下のような内容で実施した。

(2) 課題焦点化型の検証

今回の取組では，学校現場の実用化の第１弾の

実証として研修形態の中核に位置付けられた「課

題焦点化型」のスタイルで検証することにした。

これまでの２年間で大学教員が取り組んだノウハ

ウを活用するとともに，現場の教員が取り組むこ

とで生じるよさや課題等を見極めることで，他の

４つのスタイルの二面性の関わり方などを探る。

(3) 指導案の工夫

課題焦点化型のスタイルで授業研究に取り組む

ことを踏まえ，参加者が模擬授業の課題を即座に

把握することができるように，模擬授業指導案の

冒頭に「模擬授業のポイント」として記載した。

【開催日時】

平成20年８月27日（水）13:00～

【会場】

鹿児島大学教育学部第１・２講義棟

【国語科（中学校）】

１ 授業者 鹿児島市立伊敷中学校

竹 下 直 大 教諭

２ 指導助言者 鹿児島市立谷山中学校

柿 木 正 敏 校長

鹿児島大学教育学部

隈 元 浩二郎 教授

３ 教材名「対話を考える」（三省堂）

４ 単元

「日常生活に生きる話し言葉を探る」

【算数科（小学校）】

１ 授業者 鹿児島市立桜丘東小学校

上 原 康 弘 教諭

２ 指導助言者 鹿児島県教育庁義務教育課

末 満 一二三 指導主事

鹿児島大学教育学部

植 村 哲 郎 教授

３ 題材名「計算のきまりを使うと」

（計算法則のまとめとその活用）

【英語科（中学校）】

１ 授業者 鹿児島市立甲東中学校

伊堂寺 朝 美 教諭

２ 指導助言者 鹿児島市立紫原中学校

四 元 光 也 校長

鹿児島大学教育学部

濱 崎 孔一廊 教授

３ New Horizon English Course 1
UNIT 9 クリスマスがやってきた
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図２ 国語科模擬授業指導案

図３ 算数科模擬授業指導案

図４ 英語科模擬授業指導案

このように，最も目に付くところに焦点化を図

りたいポイントを記載したことで，司会・進行の

担当者も，すぐに焦点化して時間の無駄なく課題

に迫ることができた。また，授業者も反省等を紋

切り型に語り出すことなく，本題の課題について

意図的に反省や気付きを話すことで，参加者も同

じ課題意識をもって授業研究に参加することがで

きた。

図５ 算数科授業研究

７ おわりに

今回は，過去２年間の授業研究を主体とした校

内研修の在り方について考察したが，その意義や

取組方など，糸口となる関わり方が見えてきた。

しかしながら，今回はセミナー開催時期の都合に

より，授業研究の分析・検証までは至らなかった

ので，十分吟味の上，次号で結果等を報告した

い。また，「２(3)模擬授業の実用化」で示した継

続研究の積み残した項目についても研究に取り組

み，合わせて報告したい。

今後，教員研修の実用化に向けては，現場の先

生方との協働が欠かせないことを肝に銘じて積極

的に取り組む覚悟である。
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